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ま
で
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〃

夏 
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講 

座

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
計
画
的
に
し
っ
か
り
や
る
に
は
、

周
り
に
流
さ
れ
な
い
強
い
意
志
と
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

激
変
す
る
社
会
に
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
で
見
せ
た
超
一
流
選
手
た
ち
の
、

超
本
気
の
プ
レ
イ
の
よ
う
に
、
今
か
ら
本
気
で
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

ほ
ぼ
留
年
ゼ
ロ
の
公
立
高
校
と
既
定
の
成
績
に
届
か
な
け

れ
ば
留
年
す
る
高
専
と
で
は
差
が
出
る
の
は
当
た
り
前
で
、

そ
れ
が
企
業
の
高
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

生
徒
扱
い
で
校
則
に
し
ば
ら
れ
、
3
年
後
、
何
も
保
証
さ

れ
な
い
公
立
高
校
と
、
学
生
扱
い
で
全
て
が
自
己
責
任
の
高

専
生
の
5
年
後
が
保
証
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
選
択
肢
も

あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
格
段
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
、
塾
生
で
高
専
の
卒
業
生
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
東

証
一
部
の
大
手
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
収
入

に
関
し
て
も
福
利
厚
生
に
関
し
て
も
問
題
な
ど
無
い
そ
う

で
、
こ
の
辺
の
状
況
と
は
大
違
い
で
す
。

　

私
の
根
室
の
知
人
の
子
供
の
女
子
生
徒
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
湖
陵
か
ら
高
専
に
変
更
し
ま
し
た
。
塾
生

も
現
時
点
で
5
名
が
高
専
の
受
験
を
決
め
て
い
る
の
で
す
。
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■ 8 月の予定 ■

7/13 第 1 回漢字検定を実施し、小学生から高校生まで 15 名が受検しました。

◆
一
学
期
が
終
わ
っ
て
夏
期
講
座
へ
◆

　

あ
っ
と
い
う
間
に
4
月
か
ら
4
ヶ
月
、
1
年
の
3
分
の
1

が
過
ぎ
、
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。
中
3
生
は
修
学
旅
行
も

体
育
祭
も
、部
活
も
一
部
の
生
徒
を
除
い
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
第
1
段
階
、9
月
か
ら
11
月
の
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
学
力
テ
ス
ト
に
向
け
て
特
に
大
事
な
の
が
こ
の
夏
休

み
の
取
り
組
み
で
す
。

　

来
年
3
月
5
日
の
入
試
ま
で
、
ま
だ
二
〇
〇
日
以
上
あ
り

ま
す
。
夏
休
み
は
復
習
か
ら
取
組
む
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

期
間
で
す
。
今
年
の
本
州
方
面
の
よ
う
な
、
と
て
つ
も
な
い

猛
暑
も
な
く
、
勉
強
す
る
に
は
こ
の
釧
路
は
と
て
も
い
い
環

境
で
す
。

　

中
3
生
に
限
ら
ず
夏
休
み
の
塾
の
宿
題
の
取
り
組
み
方
で

意
識
の
差
が
分
か
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
以
上
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
間
違
い
も
積
極
的
に
治
す
人
が
結
果
の

出
せ
る
人
で
す
。

　

今
、
求
め
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
頭
が
良
く
学
力
の
高
い

人
で
は
な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
努

力
し
、前
進
す
る
人
で
す
。
皆
に
一
番
足
り
な
い
も
の
で
す
。

◆ 

こ
れ
で
い
い
の
か 

湖
陵
14
位
・
江
南
51
位 

◆

　

驚
き
ま
し
た
！
今
年
の
春
の
大
学
入
試
の
結
果
で
す
。

北
大
、
東
北
大
、
名
古
屋
大
、
東
大
、
京
大
、
阪
大
、
九
州

大
の
旧
帝
大
7
校
に
プ
ラ
ス
一
橋
、
東
工
大
、
神
戸
大
3
校

の
国
立
大
学
の
合
格
者
数
（
現
役
）
は
湖
陵
が
13
名
（
内
北

大
8
名
）
で
全
道
14
位
、
江
南
高
校
に
至
っ
て
は
1
名
で
51

位
で
卒
業
生
数
で
の
比
率
で
は
中
標
津
高
校
よ
り
下
で
す
。

　

確
か
に
国
立
上
位
大
学
の
合
格
者
数
だ
け
が
重
要
な
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
札
幌
南
は
卒
業
人
数
の
比
率
で

37.6

％
一
二
〇
名
が
こ
の
10
校
に
合
格
、
対
し
て
釧
路
湖
陵

は
わ
ず
か5.6

％
、
江
南
高
校
に
至
っ
て
は0.4

％
で
す
。

　

こ
の
2
校
の
結
果
を
見
る
と
も
は
や
進
学
校
と
は
言
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
の
成
績
上
位
者
が
な
ん
と
な

く
湖
陵
、
江
南
へ
進
む
。
行
け
ば
何
と
か
な
る
の
で
は
な
い

か
は
、
も
は
や
幻
想
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
校
入
試
が
終
わ
る
と
勉
強
し
な
い
釧
根
の
生
徒
の
実
態

が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
だ
け
で
な
く
学
校
の
取
り

組
み
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
湖
陵
、
江
南
へ
進

学
す
る
人
は
要
注
意
で
す
。3
年
後
ど
う
す
る
か
が
明
確
で
、

高専電気工学科を卒業し、北電に勤

務する森君が来てくれました。今年

入社した人はもう辞めたそうです！

7/26 ～ 8/19 夏期講座中学生・小学生 高校生の夏休み

　夏期講座前に気合の入れ

直しで坊主にした古川、田

中君。夏休み、初めて自転

車で通塾の藤井さん。まず

は取組む姿勢からです！

7/14 第 2回の計算特講、第 3回は 8月末に実施します。3年生は問題数 700 位！

差し入れや

お土産あり

がとうござ

いました。

7
月
14
日
の
第
2
回
計
算
特
講
の
結

果
。
時
間
内
に
終
わ
れ
た
人
は
7
人

で
後
日
終
わ
っ
た
人
が
11
人
。
第
3

回
も
実
施
し
ま
す
。
次
は
問
題
数
も

ぐ
っ
と
増
え
、
時
間
も
9
時
か
ら
5

時
ま
で
で
す
よ
！

高専生は 8/2 からテストで、

夏休みは 8/13 ～ 9/7 です。

2
期
生
の
三
ツ
石
さ
ん
が

久
々
の
丸
付
け
。
高
校
、

大
学
と
手
伝
っ
て
く
れ
た

◆
一
学
期
の
成
績 

通
知
表
が
大
幅
に
Ｕ
Ｐ
◆

　

日
頃
の
努
力
の
成
果
が
一
番
は
っ
き
り
表
れ
る
の
が
通
知

表
の
評
価
で
す
。

　

今
回
、
中
3
生
の
斗
内
君
が
驚
き
の
6
教
科
の
7
点
、
後

鳥
さ
ん
が
4
教
科
、
藤
井
さ
ん
と
小
澤
さ
ん
、
菅
原
君
が
3

教
科
、
ま
た
、
2
年
生
で
は
成
瀬
さ
ん
が
4
教
科
、
山
上
君

が
3
教
科
、
評
価
が
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
や
り
ま
し
た
ね
！

　

通
知
表
の
評
価
、
内
申
点
は
高
校
入
試
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
成
績
が
大
き
く
ア
ッ
プ
し
た
人
た
ち
は
志
望
校
や
目

標
を
明
確
に
し
、
勉
強
に
対
す
る
意
識
や
取
り
組
み
方
に
積

極
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
よ
う
な
姿
勢
の
生
徒
は
、
当
然
結
果
に
表
れ
る
は
ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
校
入
試
は
最
終
目
標
で
は
な
く
単
な
る
過
程

で
す
。
今
後
の
社
会
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
、
今
あ
る
仕
事

の
半
分
は
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
無
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
高
校
を
卒
業
し
た
、
ま
た
英

語
を
話
せ
る
と
い
う
事
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
の
で
す
。
将

来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
や
る
し
か
な
い
の
で
す
！

必死に計算！ 何とか終了です

公立高校入試まで

   あと  216 日



　

　

　 　 　

すべての命。／私と共に今を生きる、私の友。私の家族。
　これからも、共に生きてゆこう。／この青に囲まれた美しい故郷から。
／真の平和を発進しよう。／一人一人が立ち上がって、／みんなで未来を
歩んでいこう。
摩文仁の丘の風に吹かれ、／私の命が鳴っている。／過去と現在、未来の
共鳴。／鎮魂歌よ届け。悲しみの過去に。／命よ響け。生きゆく未来に。
／私は今を、生きていく。　　　　　　　 朝日新聞 DIGITAL 7 月 29 日より

巷 論
恋する釧路湿原～湿原の風に吹かれて

  釧路湿原国立公園化の連動を始めたとき、当時の許認可権を握っていた
厚生省の役人は「ただ広いだけ、目立つものは何もない」とにべもない態
度をとっていた。ラムサール条約指定湿地として釧路湿原が世界に認めら
れたとき、後追いながら慌て
て「ただ広いだけ」が「広大な水平景観」。「何もない」は「わが国の原風景」
だと。よく言うわ。
 　あれから３０年、何もないといわれる湿原全域に、ノロッコ号を含める
と毎年百万余りの人々が押し掛けるようになった。
　８０年ほど前、月刊専門誌「野鳥」に更科源蔵氏が「タンチョウ生息と
釧路湿原」と発表したのが、私の知る限り釧路湿原名称の嚆矢。その後、
湿原学の辻井達一氏の活動などで湿原の生物多様性が注目され、全国トッ
プ高校の研修旅行や自然好きの若者が集まるようになってきた。
　ノロッコ号に引かれる年配の観光客は、ただ茫洋と広がる水平景観に安
らぎを感じ、さらに温根内木道に立ち入ってヒラヒラとまとわり付く蝶な
どとともに、最奥のミズゴケ湿原に達して初めてこの湿原が、ただ者では
ないことを感じる。
　以前木道をご一緒した方から頂いたメールで、「散策では動植物のつく
り出す生態系の一部を垣間見ることができ、体と頭が活性化されました。
そして煩わしい人間関係や少々行き詰まった仕事へのヒントを得た気もし
ました。知床や阿寒も良かったが、この湿原ほどの感動は得られませんで
した。またいつか…」
　ほとんどの方が、この木道をたどるうちに顔の表情が明るくなり、行き
交う人と気軽にあいさつを交わしている。日本トップクラスの清浄な空気
に囲まれ、バンノキやヨシ群落、足元の野草、さえずり続ける野鳥たち。
この木道一帯は生き物たちが織りなす華麗な舞台だ。
　さて、２８日（土）午前 10 時、温根内ビジターセンターから出発する
本校の観察散策会。今回は「なぜ湿原で人は癒されるのだろうか」を主題に、
木道をたどりながらハンノキ・ヨシとタンチョウ・食虫植物の生き様・ミ
ズゴケと共棲する貴重な生き物たちの話題を解説させていただきます。ス
クールバスは定員に達しましたが、お車でも参加なさいませんか。

大西英一北海道学院釧路専門学校環境教育研究センター長、北海道マスターガイド
釧路新聞 7.25 より

「子供の頃の体験がはぐくむ力とその成果に

　　　　　     関する調査研究」［結果の概要］国立青少年教育振興機構

①「家族行事」（家庭）、「友だちとの外遊び」（地域）、「委員会活動・部活動」（学校）

を多くしていた人ほど、社会を生き抜く資質・能力が高い。

②「お手伝いや家族行事といった体験が多く、家族との愛情や絆を強く感じていた

人」や「外遊びを多くし、遊びに熱中していた人」ほど、社会を生き抜く資質・能

力が高い。

③　親や先生、近所の人から「褒められた経験」が多かった人は、社会を生き抜く

資質・能力が高い。そのうち、「厳しく叱られた経験」が多かった人はより社会を

生き抜く資質・能力が高い傾向がみられる。

④「家族との愛情・絆を強く感じていた人」ほど結婚願望や子育て願望が強く、「遊

びの熱中度が高かった人」ほど自己啓発やボランティア活動を行っている人が多い。

⑤　子供の頃、家庭の教育的・経済的条件に恵まれなかった人でも、「親や近所の

人に厳しく叱られた経験が少なく、褒められた経験」が多かった人、「家族でスポー

ツしたり自然の中で遊んだこと」や「友だちと外遊びをしたこと」が多かった人は

自己肯定感が高い。

⑥　へこたれない力が高い人ほど、恋人に理由もなく突然ふられた時は「落ち込ん

だが、これも人生の肥やしと思った」、スポーツ競技で補欠に回ってしまった時は「監

督を見返してやろうと思い、再び練習に打ち込んだ」など、物事を前向きにとらえ、

あきらめずがんばろうとする意識が高い。

中３少女の平和の詩、反響呼ぶ　沖縄慰霊の日に暗唱

　６月２３日の「慰霊の日」の沖縄全戦没者追悼式で、沖縄県浦添（うらそえ）市
立港川中学校３年相良倫子（さがらりんこ）さん（14）が読んだ平和の詩「生きる」
が、今も反響を呼んでいる。
　本番では６分半にわたり、原稿を見ることなく、力強い声で暗唱した。その様子
が全国に放送された。
　落語家の立川談四楼さんはツイッターで「胸を打たれた。これを本当の愛国心と
言う」。ミュージシャンの後藤正文さんは、朝日新聞のコラムで「大人たちこそ、
平和への願いを自らの言葉で発するべきだろう」と書いた。

「生きる」の全文

　私は、生きている。／マントルの熱を伝える大地を踏みしめ、／心地よ
い湿気を孕（はら）んだ風を全身に受け、／草の匂いを鼻孔に感じ、／遠
くから聞こえてくる潮騒に耳を傾けて。
私は今、生きている。
　私の生きるこの島は、／何と美しい島だろう。／青く輝く海、／岩に打
ち寄せしぶきを上げて光る波、／山羊（やぎ）の嘶（いなな）き、／小川
のせせらぎ、／畑に続く小道、／萌（も）え出（い）づる山の緑、／優し
い三線（さんしん）の響き、／照りつける太陽の光。
　私はなんと美しい島に、／生まれ育ったのだろう。
ありったけの私の感覚器で、感受性で、／島を感じる。心がじわりと熱く
なる。
私はこの瞬間を、生きている。
　この瞬間の素晴らしさが／この瞬間の愛（いと）おしさが／今と言う安
らぎとなり／私の中に広がりゆく。
たまらなく込み上げるこの気持ちを／どう表現しよう。／大切な今よ／か
けがえのない今よ
私の生きる、この今よ。
　七十三年前、／私の愛する島が、死の島と化したあの日。／小鳥のさえ
ずりは、恐怖の悲鳴と変わった。／優しく響く三線は、爆撃の轟（とどろき）
に消えた。／青く広がる大空は、鉄の雨に見えなくなった。／草の匂いは
死臭で濁り、／光り輝いていた海の水面（みなも）は、／戦艦で埋め尽く
された。／火炎放射器から吹き出す炎、幼子の泣き声、／燃えつくされた
民家、火薬の匂い。／着弾に揺れる大地。血に染まった海。／魑魅魍魎（ち
みもうりょう）の如（ごと）く、姿を変えた人々。／阿鼻叫喚（あびきょ
うかん）の壮絶な戦の記憶。
　みんな、生きていたのだ。／私と何も変わらない、／懸命に生きる命だっ
たのだ。／彼らの人生を、それぞれの未来を。／疑うことなく、思い描い
ていたんだ。／家族がいて、仲間がいて、恋人がいた。／仕事があった。
生きがいがあった。／日々の小さな幸せを喜んだ。手をとり合って生きて
きた、私と同じ、人間だった。／それなのに。／壊されて、奪われた。／
生きた時代が違う。ただ、それだけで。／無辜（むこ）の命を。あたり前
に生きていた、あの日々を。
　摩文仁（まぶに）の丘。眼下に広がる穏やかな海。／悲しくて、忘れる
ことのできない、この島の全て。／私は手を強く握り、誓う。／奪われた
命に想（おも）いを馳（は）せて、／心から、誓う。
　私が生きている限り、／こんなにもたくさんの命を犠牲にした戦争を、
絶対に許さないことを。／もう二度と過去を未来にしないこと。／全ての
人間が、国境を越え、人種を越え、宗教を越え、あらゆる利害を越えて、
平和である世界を目指すこと。／生きる事、命を大切にできることを、／
誰からも侵されない世界を創ること。／平和を創造する努力を、厭（いと）
わないことを。
　あなたも、感じるだろう。／この島の美しさを。／あなたも、知ってい
るだろう。／この島の悲しみを。／そして、あなたも、／私と同じこの瞬
間（とき）を／一緒に生きているのだ。
今を一緒に、生きているのだ。
　だから、きっとわかるはずなんだ。／戦争の無意味さを。本当の平和を。
／頭じゃなくて、その心で。／戦力という愚かな力を持つことで、／得ら
れる平和など、本当は無いことを。／平和とは、あたり前に生きること。
／その命を精一杯輝かせて生きることだということを。
　私は、今を生きている。／みんなと一緒に。／そして、これからも生き
ていく。／一日一日を大切に。／平和を想って。平和を祈って。／なぜなら、
未来は、／この瞬間の延長線上にあるからだ。／つまり、未来は、今なんだ。
大好きな、私の島。／誇り高き、みんなの島。／そして、この島に生きる、


